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３ ． 畑 地 周 辺 地 下 水 の 硝 酸 性 窒 素 に よ る 汚 染 実 態

［ 要 約 ］

県 内 の 主 要 野 菜 産 地 及 び 全 県 下 の 畑 地 周 辺 の 井 戸 を 対 象 と
し て 、 地 下 水 中 の 硝 酸 性 窒 素 濃 度 を 調 査 し た と こ ろ 、 環 境 基
準 を 超 え る 地 点 が あ る 。
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［ 背 景 ・ ね ら い ］

人 の 健 康 保 護 に 関 す る 水 質 環 境 基 準 に 、 平 成 1 1 年 ２ 月 公 共 用 水 域
及 び 地 下 水 の 硝 酸 性 窒 素 が 追 加 さ れ た 。 基 準 値 は 硝 酸 性 窒 素 ＋ 亜 硝
酸性窒素濃度（以下、硝酸性窒素と表記） 1 0 m g / と さ れ た 。 そ こ で 、•

畑 地 へ の 施 肥 が 周 辺 の 地 下 水 中 の 硝 酸 性 窒 素 濃 度 に 及 ぼ す 影 響 を 明
ら か に す る た め 実 態 調 査 を 行 う 。

［ 成 果 の 内 容 ・ 特 徴 ］

１ ． 県 南 部 の 野 菜 産 地 で 畑 地 内 や 畑 地 周 辺 の 井 戸 2 0 地 点 を 選 定 し 硝
酸 性 窒 素 濃 度 を 調 査 し た と こ ろ 、 1 0 地 点 で 環 境 基 準 を 超 え て い た
（図１）。本地域の野菜畑への窒素施肥量は、 1 0 ａ 当 た り 夏 作 2 0
～ 2 5 k g 、 冬作 3 2 ～ 3 5 k g 程 度であった。各地点の硝酸性窒素濃度と、
集 水 域 の 畑 地 面 積 の 間 に は 高 い 正 の 相 関 が 認 め ら れ 、 地 下 水 中 の
硝 酸 性 窒 素 の 起 源 が 畑 地 に 施 用 さ れ た 窒 素 に 由 来 す る こ と が 推 察
さ れ た （ 図 ２ ） 。
２ ． 県 北 部 の 野 菜 産 地 で も 井 戸 1 4 地 点 で 同 様 の 調 査 を し た と こ ろ 、

硝 酸 性 窒 素 濃 度 は す べ て の 地 点 で 基 準 値 以 下 で あ っ た （ 図 ３ ） 。
本 地 域 は ダ イ コ ン 栽 培 が 中 心 で 年 間 の 単 位 面 積 当 た り の 窒 素 投 入
量 が 少 な い こ と や 、 畑 地 面 積 に 占 め る 作 付 け 面 積 が 少 な い こ と か
ら 、 畑 地 か ら の 窒 素 の 流 亡 は 少 な い と 思 わ れ た 。
３．平成 1 1 ・ 1 2 年 度 に 、 県下全域で畑地周辺の井戸を調査した。平
成 1 1 年 度 は 6 0 地 点 中 1 4 地 点 で、調査地点を変更した平成 1 2 年 度 は
3 4 地 点 中 ５ 地 点 で 、 硝 酸 性 窒 素 が 環 境 基 準 を 超 え て い た （ 図 ４ 、
５ ） 。 環 境 基 準 を 超 え る 地 点 に つ い て キ ー ダ イ ヤ グ ラ ム 手 法 を 用

い 、 地 下 水 中 の 硝 酸 性 窒 素 の 起 源 を 推 定 し た と こ ろ 、 人 為 的 な も
の と 推 定 さ れ た （ 図 ６ ） 。

以 上 の 結 果 か ら 、 本 県 の 畑 地 周 辺 の 地 下 水 の 硝 酸 性 窒 素 濃 度 は 環
境 基 準 を 超 え る 地 点 が あ り 、 施 肥 量 の 多 い 地 帯 、 畑 地 面 積 の 多 い 地
帯 で 特 に そ の 傾 向 が 強 い 。

［ 成 果 の 活 用 面 ・ 留 意 点 ］

１ ． 調 査 を 行 っ た 井 戸 は 、 圃 場 内 ・ 圃 場 直 下 ・ 圃 場 か ら 離 れ た 敷 地
内 に あ る 生 活 用 （ 非 飲 用 ） 井 戸 な ど 様 々 で あ る 。
２ ． 各 調 査 地 点 の 硝 酸 性 窒 素 濃 度 は 、 お お む ね １ か 月 に １ 回 測 定 し
た 年 平 均 値 で あ る 。



［具体的データ］

図１　県南野菜産地周辺の実態調査結果 図２　硝酸性窒素と畑地面積の関係 　

図３　県北野菜産地周辺の実態調査結果 図４　平成11年度畑地周辺の実態調査結果

図６　キーダイヤグラムを用いた水質分析
図５　平成12年度畑地周辺の実態調査結果　　　結果（平成11、12年の環境基準を超

　　　えた地点について分析）
［その他］
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